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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成30年4月26日(2018.4.26)

【公開番号】特開2015-182077(P2015-182077A)
【公開日】平成27年10月22日(2015.10.22)
【年通号数】公開・登録公報2015-065
【出願番号】特願2015-54085(P2015-54085)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  27/185    (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/28     (2006.01)
   Ｃ１０Ｇ   2/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ   27/185    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ   37/02     １０１Ｄ
   Ｂ０１Ｊ   37/28     　　　　
   Ｃ１０Ｇ    2/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年3月14日(2018.3.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　本発明はまた、本発明による触媒の調製方法であって、以下の工程を含む方法に関する
：
ａ）　アルミナおよびシリカを含む酸化物担体を提供する工程、
ｂ）　アルミナおよびシリカを含む前記酸化物担体にリン前駆体の水溶液または有機溶液
を含浸させ、次いで、乾燥および焼成を行って、アルミナ、シリカおよびリンを含む担体
を得る工程、
ｃ）　アルミナ、シリカおよびリンを含む担体に、マグネシウム（Ｍｇ）、銅（Ｃｕ）、
コバルト（Ｃｏ）、ニッケル（Ｎｉ）、スズ，（Ｓｎ）、亜鉛（Ｚｎ）、リチウム（Ｌｉ
）、カルシウム（Ｃａ）、セシウム（Ｃｓ）、ナトリウム（Ｎａ）、カリウム（Ｋ）、鉄
（Ｆｅ）およびマンガン（Ｍｎ）によって形成される群から選択される金属ＭまたはＭ’
の少なくとも１種の塩を含む水溶液または有機溶液を含浸させ、次いで、乾燥させ、およ
び、７００～１２００℃の温度で焼成して、単一性のスピネルＭＡｌ２Ｏ４または部分的
であるかまたは部分的でない混合型のスピネルＭｘＭ’（１－ｘ）Ａｌ２Ｏ４を得、ここ
で、ＭおよびＭ’は、別の金属であり、ｘは０～１であり、値０および１自体は、除かれ
る、工程、および
ｄ）　アルミナ、シリカ、スピネルおよびリンを含む酸化物担体に、コバルト、ニッケル
、ルテニウムおよび鉄から選択される第VIIIB族からの少なくとも１種の金属を含む水溶
液または有機溶液を含浸させ、次いで、乾燥させ、および、３２０～４６０℃の温度で焼
成して、前記触媒を得る工程。
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